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31 Hekigan-ji Temple Muromachi Period Kumamoto Pref. Kikuchi City Nanaomachi 

 

沿革：碧巌録の言葉がほとんど視覚化された造形が、揃っている。1466 年頃に菊池家20 代当主の為邦が肥後守護の職を嫡

子重朝に譲り、亀尾城下の山紫水明の地に隠居して、日夜『碧巌録』の研究に励み仏門に入った。彼は武将に『碧巌録』を

講じたと言われている。庭園はその時に作られたと考えられている。。 

庭園の特徴：コンパクトな庭であるが『碧巌録』の物語が丁寧に造形されていて、修業の場としての庭園を彷彿とさせる。

各地に龍門瀑と称せられる庭が多数あるが、この庭の発見により龍門瀑の庭は、『碧巌録』の物語の史実に基づいたものであ

ることが判明した。詳しくは発見者である斉藤忠一氏の著書『図解 日本の庭』 東京堂出版 160 と161Ｐ参照。 

なお、詳細は『碧巌寺庭園修理工事報告書』碧巌寺 東京堂出版（非売品）がある。文は斉藤忠一氏である。 

碧巌録の世界が眼前に蘇る 

護岸左からの名称：龍尾石、龍の足、龍腹護岸、達磨石（ツツジの中）碧巌石（左右に観音石と猿石）、龍門の滝 

池中左側からの名称：鯉尾石（龍尾石の手前）、九山八海（画面中央）、坐禅石（三石）、小鳥を象徴した小石、鯉魚石 

 

龍門寺と修行の道場 
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池中には坐禅石が三つあるが、池の中央部にある石に向かって石が組まれている 

『碧巌録』に因んだ中央にある碧巌石と、その左右にある小さな石は観音石と猿石であろう。 

このような造形のある庭園は金閣寺龍門瀑の左側にあるので参考にして欲しい 

「五灯会元 夾山」より  猿抱子帰青嶂後 鳥啣花落碧巌前。 

 猿は子を抱いて青嶂の後ろに帰り 鳥は花をふくんで碧巌の前に落つ 

碧巌石向って右側が猿石で、碧巌石の前の池中の斜めの石は鳥が碧巌の前を滑空している物語を視覚化した造形。 
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龍門瀑中心部 

護岸左側より：碧巌石（左右に観音石・猿石）、小鳥の羽、鯉魚石、九山八海石、坐禅石 

 


